
企
業
資
金
貸
付
録
制
内
む
宅
一
二
に

一-V-J
-
議

案

七

件

を

審

議

い

第

十

五

回

町

議

曾

「

ハ

九

局

八

日

)

都
十
五
回
町
議
曾
臨
時
官
民
一
議
案
第
こ
揖
，
一
居
場
附
近
に
恵
築
L
t
木
建
平

九
月
九
日
午
前
十
時
か
島
、
役
一
工
事
請
負
E

契
約
に
つ
い
て
一
家
覧
車
鉛
ぷ
争
官
会
}
鯨
を
、

審
品
目
議
室
で
腐
催
、
昭
和
二
十
二
、
電
刈
小
学
校
改
築
工
事
一
東
綱
相
膏
梓
署
分
金
抱
畠
定
員

七
年
度
議
入
歳
出
越
前
真
正
矛
一
契
約
金
額
六
百
品
十
方
向
一
宮
告
と
し
て
農
林
省
え
専
問
す

事

n
都
三
回
〉
外
六
件
』
議
了
十
契
約
者
寺
金
建
設
業
協
同
一
品
と
-t
に
決
定
丈
一
、

い

た

じ

ま

し

た

・

一

組

合

、

一

議

集

部

五

貌

以
下
そ
の
あ
島
ま
し
を
越
ベ
一
ニ
、
義
利
河
・
小
学
校
美
剥
潤
別
一
宇
土
地
交
換
に
D

V
主

E

す

と

一

-

一

一

分

校

新

築

工

事

↑

来

瀬

棚

著

幹

回

帯

今

金

担

当

直

員

滋
集
停
一
一
軍
は
昭
和
ニ
十
七
一
契
約
金
額
百
五
十
四
万
国
一
官
告
に
充
益
す
る
急
物
を
新
築

ETE歳
入
設
問
遇
面
真
正
予
算
一
契
約
書
預
屈
町
，
一
ナ
る
敷
地
と
し
て
き
占
に
購
入

門
部
=
一
回
)
に
ヨ
い
て
で
、
既
一
、
披
ケ
端
用
品
一
一

L
R
衣
の
生
地
と
、
事
A
Y

金
所

正
予
算
額
丸
二
二
六

O
、
七
二
一
=
一
、
会
普
住
宅
薪
築
工
事
一
在
固
有
地
(
現
東
瀬
概
替
梓
署

且
四
位
費

L
今
回
自
常
加
ニ
四
一
契
約
金
額
三
百
四
十
八
万
悶
一
今
金
担
芸
区
民
官
会
窓
弛
〉
=
一

=
、
凡
A
四
回
で
告
計
九
一
一
、
四
一
@
約
者
八
雲
町
松
原
勝
拍
一
反
歩
と
交
換
し
λ

ζ

れ
年
盛
期

U
閥
、
大

O
九
回
と
な

p
ま
L
一
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
財
産
と
す
る
こ
と
を
可
時

弓

一

契

約

聖

締

結

す

る

L

と

に

佳

定

一

宇

今

晶

三

O
O番
地
柑
認
の
土

食
人
固
定
費
産
現
ニ
四
一
一
一
、
一
議
案
第
三
続
一
地
=
一
反
歩

凡

凡

四

回

帯

一

授

産

場

廃

止

及

び

授

産

盤

設

一

議

案

事

穴

抵

品
開
附
佐
骨
及
労
働
施
設
費
4

一
財
産
底
分
に
ヨ
い
て
↑
今
岳
町
生
業
費
金
貸
甘
酸
例

車
業
費
金
貸
付
金

-o心
、
一
今
金
町
軟
容
授
産
相
留
は
?
昭
和
一
設
定
に
ヨ
い
て

0
0
0回
墨
画
一
二
十
七
年
九
且
限
り
廃
止
し
、
一
こ
白
峰
例
位
、
生
活
劇
採
な
町

産
業
銀
務
費
、
農
麓
委
員
曾
可
そ
E

施
設
財
産
を
頁
掛
底
分
す
一
民
に
濁
し
て
、
積
立

P
主
計
を

賓

で

一

一

=

τ

凡

八

る

と

さ

に

決

定

一

一

t
tる
士
め
に
必
要
一
な
生
襲
安

福

・

議

案

E
F
回

読

.

一

告

を

貸

し

付

け

Z
と
と
を
目
的

縦
方
振
興
費
=
一

o、
町
有
財
産
串
無
償
底
分
に
ヨ
一
と
し
れ
も
の
で
、
貸
付
金
額
は

岳

噌

と

世

口

て

い

て

一

号

一

・

二

世

帯

一

口

五

ヰ

ム

同

で

、

町

長

:(:事3



: 注入 でて

号 ).ヘミ子いまかね霞T政官よ り 昭和町年9月15冒霊行 .(十21)

がむと国民自育十島1:!:c 原う立うが理れまじまので白る らそ築歯島ででー ， 、
行 5fD"師、選香月審ーてな い、政資暁解てすで決総い iiiんそる D ミと完由題提4- . t 冒~， ) 

. わえ積査を町事員五査最恥い格な怪る〈は@も定選る培、れと章第し金古え湿回 --- (~円•. ) 

A E dE宅ZZ喜E草霊童t型言2主TJZ警ZTZ民主55苦Z22草皇官行み iEZ3
ずる定日時はが自主旬。ーじ い自由でいあ慢界;こままで磯山塁、Eな〈膏)
よい袈 9委れ、、行塁。す協寅票〈主題皆はのわ Pい岳、ナ ζ 晶画き和準濁る ~.(.æ) 
う公佐ま員ま町遭わ重量苦手力男を行し宮さなでがま開園因。とりたてコけで立ι来 d ，F1、

4ま22主主著42語35品121t定:主君主2:苦 量141長二宮/護ん iのj
に選考でほと議cほ昔、 民るしる選〈担患と今、も、も 大由佳濁治まじ議ー .J、、ー
和堪え、今 4員数か麗保 有よて主巷智治伴、申後こつこち ででを立かまゐ員

lこと予酒ヲ いたをも絶りに〈費ーし ι令はむー ... 

Z32E32 5芳三iU訂正E1t鼠阜市長はごう Lて嘗選しfこか?で1
を現イトちころオ、罵るわれ守〈て準法きたず立ではヲヒエ人しでて語で正はこ長由l目 ' 主主
主選「、とか 1乗雲復るにヨ応はを定述。 ζ;侵すな点 P はT.~、だは夜八@選制今 己
喝A喜善台わ陣ト物三助 3反てま丑、企E は「う補。しを使七野工まと、巨芳と挙早i五年' 一
し万選説ザ中三は.，も物すも自身明絶事公いし野iてーわ万村由 L一巻守田きがと '0 グ7
で議万い、見輸ト Jーをる己入内に封ニ明うた村幸万ず五 Z謹た般選ヨで 6 再ぃ回 弓レ
解」鶴港善舞車ラ 7 切屈ないた 0 す宇だ選芦之さ選果、千ん帯包にたて、法 P ラ~ .一
段「」も還由民ツよ受げちたち者昌司、事J拐さん L以 L大とにと官}!lt:-ζ 定主市・ む1
し市ててコし台しク L げら応いにほ ζ て還が昔、は t上か百いさ畠とわ夢たれ費しで九。三 ? 
た民ないた莱ゃを tなれ設 3もかとーゆ挙部出主、。もも悶う主主るれ物。を風た市州 f三 争?
亨玄ーがそ，.を旬、民ての「始た投患やる野ヨな天L.t蔀停たし争ちじ設はちもピ ι 三生
し聴とたれ窃かに四ゆ濁正一。か主婦ょ掃で拶に、か詑ilI Cばまにたをわ、、品こ広喜怒s
た選由いはるちゅ大〈立し貫とお呼人う通モ四語:(官場ヨiL.しも。 Lれ念王立はう Y 宜芸与
がさ磐とも言〈得うき」がいしう〈ぴ自にん L よじのし白に百ばたい運ぶわ備 i台応L. 1. ・:::::
育法き白い正たゆな，と}選て Lるおんt;:"，，，，， うて野宮交も枚故 oh勤るれで l工法たーヒ E蚕主

Yii守ifigi;?iii:iiFijii苦渋詩igi許容;三竺
うさは し準た選持と庖ヨ訴さな盛大 ι に人をで D た僧たタ乙三時 τ ただれ苧ちに~・ ¥". 
K れ、 て還 a 白てがめてえん.vJ んきに共たL.~至，~にら I L.輸がゆほとたなりは I、 b乙
、る宮 行動 祭、、与 a1:がまにな背鳴ちとそ読しもす?でま車出くど、 r.D10""中、 F・.二
い前だ い H 冠宮市れユド a 撃事 L 声共年ずもいん佐かと・はしはでうで応でかには壱王手守~

‘がが地てぐ'ノ、
".9見 1 日'~9 Jill 58 - ~:;:で方究盆"を主

もきさ自行 S 円高吾.， r茸色い羽根J募金運動it主主主嬰吋
叩 fu. Iょ佳担量子、J プー
qfa 遁路をよ t するため~ "1詩文

仁I]iiJ.、"梶野fmAJIJ 誰方も御協力下さい十:日
11 .てででι~で..目・ . "." ~易1句作，...:tn:t ''''.' )i とこそ
計 二二」J以4ぶ起乙ぷよ逗本一二"1 1:1 ~lJllItl司ulll1l剛叫問..凶..，陥 lJl~1I出E剛.... とと、

‘i 倒10，・...劇団組，.，・-"町田畑出回剛陸出岡忠岡町咽~I~U句園山岳，'~\:~"却，!;.. '1i~iØ'1制帽
日~. s 

1itE答Z関E;zT高354きZFEきまご容を主問2美t霊:Z答!言問一 11 1 
リ1(ベそなことしか宇践担、た員制ら号制うた二ん構改す痛たさとか今と混と 叶 P..'， 
河童なてう〈十にたな負に住こ b 毎変れた支ち不れな人正。に。れ告ら度て:~さん 刊屯f!
i.1I刊でな倉な@けれがり回はまこー陪ことさ 制い目な由ず陸ど ?Ei 
1 f ま唱すっ る行れ L2主窓場認た、ナと f活宅者ほと jlCれ 限四九様い改訂にの ←-.-i 
'.1 ¥.し濯。た喜わかばてしい合めめ病@語、止設設、が接た きた Rにき正守よ選 Z十 i 
d εS た勤滞と 0 けなないて <D不ーら投 主 ib間こ れめ一、札公'"，帯三士-: • J 
ォi.'らニ金者でいられ、で正ι屠 云=-~-ずり係主 る、目第い聴 では潟~ i 
J i 31;辺誌守23Z4若乃 4 選 2手2fi計三塁望日替 j
副百 1 こ宋し帯、はこも 'D~ がた行 こ でか点ち に謹食回挙法れ E 主き壬 2
11 ;こと満た窪 棄と投以所行もげ 、 Oi1.. 行。と、 な到施割」は るさ ε芋:! ~ 
引 Zれが白が到 濯に点外をわ oな っ 勾当 初 し私 ヨばさ合と斗 と早持 z
u ，は7人。が しな所はいでい愛法れてたて椅れで咋パ Fi
-J!I ; ~ ~ .~ i 

汁書目白i:iRi;管長???f l1 2?1223iT;fii諒?i 
a ，こてコ新新と L演で、にめ主由一関 ふ、 て品また

‘ゐ



の

一
票
民
主
塁
仕
を
も
っ

-
1
2
j
s
J
i
-
a
a
l
i
i
E
1』

昭和釘年SJ315日遅行 〈第8号)

か に?とんを人度う<-j-;:ー一ー三孟 一ーーーー一一1
ち目 v-な首でと二、i民主以i室主選奉1
、本たな人 ζ ーそとそーーーーーー』一司一 司自由ー 」

し?がいどをな良はが自主い本政関+たれ品い
bたい民もと遺ヨ心、で策致よ善治由主 eるでよ
;点主四後ぷて lこ有き一泊ぃ 1:か占 rで~とと白い
ちん河で依田、は能主歩主主 ~b 領 ""0 <緯よ
よ塁京すしであじ者しでき理人、下よ惑に選濁
宮本 l二 eな低とな白よるず想主わにう帯な準立
がな いなでいーろるい的ちが&に ζ りが後
三喜ヨ よか「投入。 Zてな L図ヨ建そ主行は
くて うヨあ;荘一今いゆ民てがた音、しねじ

ら2え民主れれ委主語日認可Z
、ヨは結。巴はすすな泊な謹査 1:市、と市村片
選て私」政士、主もがと P増設最町そ市町毒で
帯選たて治 b 国で 0 り翠ま纏~~寄付れ町材、
乙 1:(ち台はに民もと圭帯すをと議決に村議都'
それ 0 り私謀全ないもが。もー到着色衆宇土台選都
はる菌 、たョ仕部〈え虫、 ζ ヨ入所主号、育論府
民わ由政ちす由、玄ていれてだ粂民主事委員鯨
主けな泊四る幸J足下Lいかはい十興曾荷員、議
政で怠を金政稽主北るに、る種官委院脅都曾
泊ナ志行活情と政う b深民 ζ 類国貝裕司滋

主晶陸J，~ -d-と白
ずで自立しまで最
な。軍選後語、しめも
-!庁大命にもよる践
し票日なを布、うと本
たをの怠きけ今 eいと
い、日義品る匝 うな
も誤容をる回目 、る
。りをもと本意 こ大
でなきヨい治\.~~急ー と切
すてずてう、 Ilーがな
。lE(旬、障今、 でと

五一一女 十ハ年 -，-，11 お持~1'1-r-iflf 11な立の選nt:J .q . ...::0回南
J事手玉金zdixtU宮室irill-i k盟口I\ II~~際原J9))…))Jご)
百 は活花幌局でー官子ヲ給議1，U，'i11 '1.・ーよ苫ffiヨi曹長ナiIぃ人予が脅すりま申文と様四
三喜五五鴇ZZETZf;時!賞i1I~，i轟綴譲軒目1122芝 UTZ計主221
四協同陪何 事坦惑 すがと 主主貝吋~: ¥1 ~lÜ6震議長1.'~";':法主誠子説へ 11 す品 i工白菱自ヨすすそ、る官後
、者 ぃ新り~ るさ佳はJ逗l暴 i11診!実務4暴言長デミヘ〓。ぽふで者擦で深之町政設は。
七緯 'l1Il西 〉に所何卒iτ:;11 〓 烈オイiI L-なさす島成きいて他宅高閣百
一致 名名 器三 九番・ ~~由 ~'ll- て町出品料叫、"d 11 かけわか私あて勺白~~自由本
七 凪を了 月し¥氏で全7I'OiIL __  "_11しれし己 1:るいな函た諸機最で
人 宛百 三て者 ~------、1:(" いこち喝まがでち可摘もは

Z与す2:2品工ZJZ4そんAiZ52Z毒事玉三塁ミ今fE手Z55君主主主長2空22
t.c lE .;:と場と屯曾}うかた D そさ坦寺な自に弓がわな方千到に回特に二反、い成員事咋i'!;たよみ行
いな主うなと代に人でな選でれれ人で選力、でーれど田万が大白呆も年事買よ続四、事ポ b る宝 b
司還にど?表還がずか帯ーナ 1:<な f占は唱に遣す般るとでl可行、惑を滑に件収いは選市周波に準ずれ
で準もを‘者り私@む oがどいやるはよ準。によいは怯わ七啓示加(1工、成丸帯町且帯、準どた
すを金考璃に、たしず倒、〈公、ーJ、三コのしみうう落えれ月にし L晶、も統一に村にす漬が、各
。行平え立委理ちかかを+主是正金吉婚で警がたな言選 1:(" 、ご持てたベ前てだ%お長おる収各情種
生う情た後か政由ししみ言り明やぜ封提惜し告・不薬すさ二ろいいとて 10]なヨとい、こーな所交の
活こ1'(場去っせ Ofモ私ぃ吉で前期筑んに定が、つ叫がる f主主かで主い、<Dした今て地な方ざに予選
にとに合目る金表たこすになた!こ。許す、こで却平としーらもすう五階な D まも方ねでり行金準
は土、本と部者ち主と行 ζi立ま さるた心いな気由、、古事事、。痩倍布 Eでで、議れ L浅わマ o

自主主調書る早1.め め情批け誌の党選 いがとうがにか 外め議ナ禁とこ劫ヨ地帯んずら五そ
でま心にと〈代る弱る貸邦れある心そわ危おきいてよ、町"''''見るほととがででJ世。か 1:("これヨ
すもを、と閑賓と立わ泊のばいい政由た段づめう u ん安ゃ flifもをに、で i主力、も惑す L 、とをな
。り高つも際をの後けはなな、は策他〈なたてこねでい村も E もふ日す、強富民協でい公を控が
あ bねに問え選。でいいり十先を四しこなしとい〈曾自由でっさ本・*<主l町議にこ明翼める
げ、に、四島準目ナり正吉分担、方たとらまだだれ喪有であたわお哉と及的潤曾本と選制る
て費致二信んと本・とこせ議、自民ちはばうけとたで力もヨ人し復たと関t;:(体が町で措に立
ゆ佳泊。棺でそ白 むrるん討支分にはあ、よでかと盛者あてキい奥ちにさ公が費にはは心滋
きをに還を、は窪 三1: 0 L入自主新りこう立、か大だり、え錯し自主札明中島もあ捷がなそ
たも芳構図一、命 L 、E てと皐り間まれな波た、たかまそ b力、貴 1:("で遺品し母ザ Lけ人し
いっすを復目立品 こ金 Lみよで各、せ〈こなだ態安らせれ五や存いしい苛きと、明主てた昔て
も気る捜すも託金 が宇いな〈、政放ん bと人そ度曹とん以た¥遺ーいる速な f予選ぜむな選

室主主言要AE妥智槍③名②と@暖清丸募空5fま宅 賞 問 李Af雪号室十!回
投和設相 に中表理iU宛、応じ用品印主案者対

私
れ
ち
が
毎
日
を
安
心

L
て
幸
福
に
〈
最
初
。
緯
議
場
由
吉
き
に
同
時
に
行
わ
れ

ち
す
た
め
に
は
、
.
私
た
も
自
体
や
財
産
に
三
れ
に
よ
っ
て
平
沼
格
と
い
う
設
揺
が
宇

容
を
加
え
た
り
、
社
骨
D
き
主
り
に
そ
む
分
以
上
る
戸
た
場
合
に
は
、
そ
田
裁
判
官

い
た
人
が
あ
ヨ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
は
罫
然
ヂ
位
さ
佳
‘
ら
れ
る
わ
げ
て
ナ
@

ふ
さ
い
占
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ニ
白
力
を
で
す
か
己
、
じ
っ
さ
い
に
は
図
民
心
意
志

も
ヨ
て
い
る
と
こ
る
F

設
勾
所
で
す
が
、
に
よ
ヨ
て
き
い
判
官
が
任
命
さ
i

一
れ
る
と
同

最

前

提

対

所

『

E
ζ
と
に
な
る
わ

由
設
判
官
は

urト
11ik円H
U
U
u
q
d
‘
，
‘
日
旬
、

;
;
i
H日1
河

川

仏

h
h

げ
で
す
.

7

内
題

2
童

門

医

よ

菌

室

主

立

?

今

回

目

審

査

章

一て

Z
E
e
-
J
l
j
j
o
l
-
-
A
J
f
i
o
-
-
1
2

星
名
目
さ
ヤ
舟

る
と
と
陀
な

J

J

，

官

K

2

V
て
行
わ

ヨ
て
や
主
す
・
し
か
し
、
と
う
し
て
使
命
札
会
主
す
が
、
近
〈
み
な
さ
ん
O

布
宅
へ
審

き
恥
た
義
舟
官
が
、
圏
民
自
趣
意
に
誼
し
査
公
報
が
町
布
さ
れ
ま
す
巴
で
ζ

れ
を
よ

て
い
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
〈
読
ん
で
、
と
ー
和
島
白
人
々
。
鐙
壁
官
ど

品
更
で
ナ
が
、

ζ

ー
一
品
を
み
ん
な
由
設
菜
民
を
十
分
検
討
し
、
ま
ち
が
い
唱
な
い
瀞
査

主
ヨ
て
き
め
る
四
が
、
最
高
義
州
所
喬
河
ま
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

官
白
罰
民
審
歪
で
す
。
こ
れ
は
、
佳
命
後

、
、.

り一いまかね町致、ffよ(3 Y 

f
f
h
r
J
ト



の
位
選
畢
運
動
に
一
皆
伐
を
平
め
て
一
、
六

ω

事
前
に
是
非
還
畢
一
長
白
ふ
え
乙
搾
伎
を
し

へ
島
問
告
せ
下
さ
一
-
h
J
Z

る
よ
う
お
願
い
い
択
し
ま
す
。

(4) 

2 宅 添 ー添1.ー ⑥て}仕れ F 玄玉なが守
主 主4・は今 ~戸市イ付② ?ロ イ骨① 、町町 ;&頁事主恋 L 目り十企今 i 官-FF本国 、 、 、、害事司、番町 議歌 山岳すれ匹、賀町企+立
事諮問要 E 申企註所書墨候続轄出合明所類選 81:立令官選主そす。技。なそ五議町 '4・主L
鼠割弱 IDIこ選出務閤属 高陸相 続置務審屑 翠白候説委翠す串る駐車立さ E 日骨歌 占 &吾
妻2時間訴審基金き諸君主綜補員貝す。主主主詩吟持基曇 1禿
日示甥ま皐容器長緯承選場長p 者及心 る を官員示巴乙がれの員吾孟書
はむ日 し警告 登諾居合 鼠び厨ー四数 しいが後受と;ILる締官自 I明
日，ni;~は言明 は菌 室出名名 をてどに骨に呂と究番目'主

主義き雪 量管 斐宍23勺手主JER町町さ
= 一 議最!c~ 

L間選?っ m ④ ー⑤ ②①がで3・式十Z ⑤@あハ①1・手ーミせと L笠--:;;n: -'F 曾膏 ifL
たは畢 袈都す館E よ でな棋に且還あ行 事島候出管 んをな制 時前九 4 
0金逗戸母度異・所λ還 U原還さけ棺よ二五量る届出m合描出納屯)立。僻ぃ選立ま八用議委 ろ

??22fel軒iiiiiii??言盟詩話鰭;;詩;??号jt
J禁必周一品揚 殻三はて定所。置推出に;D.!，;;若者者)買者に屈に と縮長の'::)13' .:;宝Jr /-.1 
止白 期要会置町、下回は す薦 3LSF昂;?に自由任の関出件 が者 i二辞てよ 士宮
定戸 川削投さ稼ーる漏 i 定出 7制異者選す ， でた居4毘缶、り 翠
持 22説書℃吉宗:署長号車問主位フ :22培 12 寺島

4 ，~，~~~.3.. .2.. _1.一
、すも私物掲受選え長大町 を高ち糎 aき ちる在者 札に草自・ん"・んス 之が惹僚鎖用町
新7.l'fD.A帯示け畢な四き吋起さよをは右んポ霞積汲位、動達。 l敏且タ謡牛島苦言芦舷由
o fccoに割高管ぃーさ還スえ八う超留置 (D 、A 中置ち月]自草呼 、声び t事え要 模様出謹

一 円鼎岬所、ζ 理 ζ粗 暴タて五ちえニ立若タそ合よす騎以行 主様若、草書で患をは来事
と委主、タは II立糠んて士札紙 IIDの勺る霊fi61盆 札に板:$[訪問す番組ーなで
告。貝 Q巾プー 咋‘由もま三、 P 、器開ち氷、白ド 民世 E 札所220員用揃いは
周省 二加入 ら If.大な糎肴寄主所健んス 9踏俊 び用類、虫歯曾す寵 a自
物 D 八ィー な径を'‘草、札で中「。グーヤ庫 m ちず。ち示世) -(Dる周 回
、検組γo ，、四さま横田ち .la11.カ r. ~ よる よ用器量揚防車
"11 l:型 O 。五はぜ七大 J よRl街 、i牛れ うポ う o e:駅舎来 の
を~超枚 糖、ん三き 3 す豆買 主〉居る ち" ちが不主審隠る位

謹 七一、 素料 1.六 五
か霊能連呼 L事右た寄れ畢街、許b る右;&111と担でI司指設 、は有、る限新大積
bす草呼行主管はりを o智頭 可否伺脅り tまのと再一定合時 イ線 .~開き王
て牛。で行醤す理何ま携諒理演椅を義 niJ畢ま中施YKLりのーさ 密主墨色蛮放 度にき糎
布前こ害事盛 o 者寄れゼ帯旗委~.頭受戒ニめす学鼠り J施れ、範暴ま是! ~告翠で 1

;主主警EJf言自化主主51f員23i官。ぎ23E竺主 患公ZEままちZ霊手警
すま合指動 {に詩 ν、汗か語読下ヨでに を小島自国議 用管。 D ζ 防オL段
。で牛げ寧 古守に な且る告 さ主には 桔学かをに の 選 ~と中か組
は後て以、でてよ けロ交は む、罰則開 定校 島眼つ‘佃 畢 ，，~~~一一以
勢品で4間十 交り れ鐙:付、一@出に位 l r. に自習い直人 蓮二で間宮内
止時量白 骨選1;);切さ還 で定すて穏己無て演 J勧 告に由 E

下に毛糸墓碑 V 一一要 V 一 一毅-....をは V さ筒 V 計 V 、 z 町町 凡
o r-.さな七理由轄そ料、、白奥田、てで、軒、主添必轄いは労十内 i軍司議敏性"人

り遺'!~' ¥1、b 冒じ日出〈と未来な勤職其い携軒、掠宜甘ず'A' ・且自主主地{自己:I曹育安岡田に
主幹亭亭 aて分轄に者席し較飯ぃ制主吉田ま帯出餅行内 L駐韓 末加日未い良;I議委正己t塞限

.~ .<.1--地務 いを出留に餅た又類も匝許他す開設、置転て韮副 主鹿骨十!結:1Jl員制牽ZF
525 Eだ ミ霊22き42長 由主EZ雪量E書官官君主-Zま品言loFl"ー限建五
註由春 Bよ か L翌米主 C品穀 -J!lが輪、 ζ で庖で 願員勤 提翌給fi:;:iセセ綴動て
意点 D え-!1 Tナ目白食ι(特 置畠山 企 11ま氷山田提出 E中1fjfお;I八七費い
しに山一E 寧る以来 ω 掛白を 明要支 に玉で章受 ま詑明 じ割で未 l'凶 H 00  閉ま
で官#時 出乙持主主先℃玉主 もで庁コな託 、 す問、書 て答す三 I-i I 00  ヲナ
下 v火幸 てと E 苦接持加 必ず長三コま米 '魯に下要。目 、I岡田川
ははて.結①@ ー ー ーめ⑥る領⑤以人④伐③ぃ②て① 一
四一い森林あかるで現、願致、金骨駐、る雇通乙新風上以警間三主吉王室霊長 ζ 往来起、
O二重梓しな 9在許地乙尚I--O!を帯在火 ζ 火と地白を土戒す聞き象額入と窓然る出
O ひずはてた 4 た可申れで玄←Ii¥拐に補入とは‘。は4)問、人る以は聾火れ s と防自火
O万喝伐旬、Il) Il)霞防か下せ畠すi:l!lt/iれ c完 土る世ー員乙上火件入は 協止で事
町町間旦玄幹 森を火ちさん日る五?員す~ 地苫す町はと即入量を必 カナ部は
歩歩車，荒すは 称変施 B いか白こし、る‘指 よきる歩玉。防れ弓紐ず 体る港人
も、百通か魚 は骨盤火 sι j(とて森日 Ik ~はこま反 3止を恒誠許 制よ民昆
れ・ョ 健 Lを入

'.~占 有和町年8月1511費行いまかねlllJ設だよ>(望書8号)

田
林
は
合
間
的
に
艶

い
室
す
か
。

骨
育
成
ほ
長
年
E
A
F
h

で
森
林
藍
笹
は
計
溢
的
に

や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
新
書
尊

法
に
よ
る
民
泊
林
田
雄
誕
賞
韮

計
誼
案
を
担
に
於
て
目
下
間
笠

編
成
由
，
工
会
。
〈
わ
に
こ
と
は

貰
庁
内
相
臨
時
H

枯
尋
口
町
幹
業
軒

且
貝
に
向
い
て
&
む
士
岱
悲
訟

を
合
理
酌
に
寝
苦
し
ま
し
よ
ろ

③
あ
な
や
ト
白
幹
再
交
れ
て
い
蓄

ぜ

ん

か

。

嗣

@
森
#
は
伐

P
す
ぎ

τほ
う
づ
一

て
お
く
と
地
力
が
落
ち
て
業
廃
一

杯
と
な
習
、
脳
誕
地
帯
地
サ
ベ
一

り
が
4
E
4

・r-
u
拡
に
な

V
ま
す
か
一

品
、
円
ギ
、
ア
カ

ν
+
昨
E
胞一

料
木
を
抗
議
し
て
地
カ

ι
回
復
一

世
極

P
ま

し

ょ

う

.

司

一

②
ゐ
立
た
田
空
間
地
位
充
分
割
一

期

さ

れ

て

い

主

ず

か

.

一

・
空
閑
地
イ
割
盆
白
あ
る
林
量
一

品
紹
介
'
や
ま
し
止
う
e

ゥ
ar
シ一

プ
プ
一
一
歩
ギ

p
、
F

セ
む
よ
う
な
一

油
脂
植
物
ほ
玉
、
六
年
目
か
晶
一

枚
穫
が
符
ら
れ
ま
す
。
ク
ル
ミ
一

ヶ
り
つ
よ
一
二
ム
本

D
n目
故
笹
一

も
兵
也

π
L
よ一ラ
6

一-ゥ

y
、一

5

ツ
て
タ
つ
よ
、
二
松
田
由
料
一

も
輯
出
聞
と

L
て
主
要
で
す
か
一

ら
畠
キ
震
勝
目
同
辺
に
植
え
る

』
も
自
主
い

k
思
い
ま
す
。
.

⑥
満
玄
だ
よ
り

商
臨
量
密
D
指
導
及
び
揖
鳴
宙

開
催
期
日
が
世
主
切
ま
し
た
.

一
、
詩
師
中
央
大
学
誌
師

野
本
哲
太
郎

十
且
八

H

-
v
ζ

れ
か
色
白

。
マ
一
小


